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今
の
時
点
で
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長

　地
下
道
と
い
う
の
も
１
つ
の
構

想
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
財
政
的

に
は
民
間
の
資
本
を
活
用
し
て
、
阿
蘇

の
火
口
の
安
全
性
を
保
っ
て
い
く
計
画

に
取
り
組
み
ま
す
。

川
端

　阿
蘇
中
岳
火
口
の
近
く
に
地
下

道
施
設
は
、
安
全
面
や
財
政
的
に
困
難

で
あ
る
の
で
止
め
た
ら
ど
う
か
。

市
長

　ご
意
見
は
よ
く
分
か
り
ま
し
た

の
で
、
よ
い
ア
イ
デ
ア
が
あ
れ
ば
提
案

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

阿 蘇 火 口
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渡
辺
総
務
部
長

　昨
年

　月
に
中
間
報
告

さ
れ
、
地
下
道
に
つ
い
て
は
確
実
に
安
全

だ
と
い
え
る
か
疑
問
が
出
さ
れ
た
経
緯
が

あ
り
ま
す
。
火
山
防
災
会
議
と
し
て
は
、

慎
重
な
検
討
を
要
す
る
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
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川
端

　今
年
２
月
の
２
回
目
の
中
間
報
告

で
は
、
﹁
地
下
に
退
避
施
設
︵
通
路
︶
を

新
設
す
る
﹂
と
し
て
、
長
さ
約
２
７
０
ｍ

の
地
下
通
路
を
造
る
と
し
て
い
る
が
、
協

議
の
結
果
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

総
務
部
長

　安
全
面
を
考
慮
し
て
、
将
来

的
に
調
査
検
討
を
要
す
る
も
の
と
い
う
こ

と
で
結
論
づ
け
て
い
ま
す
。

川
端

　阿
蘇
市
の
約
２
千
万
円
の
予
算
で
、

阿
蘇
火
山
防
災
会
議
協
議
会
は
、
火
口
見

学
の
た
め
の
基
本
構
想
を
策
定
し
て
い
る
。

１
回
目
の
中
間
報
告
で
は
、
﹁
地
下
通
路

先
端
部
か
ら
火
口
が
見
渡
せ
る
よ
う
に
整

備
す
る
﹂
と
あ
っ
た
が
、
協
議
会
の
結
論

は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

川
端

　市
長
は
去
年
３
月
議
会
で
、
い
つ

で
も
火
口
見
学
が
で
き
る
﹁
地
下
道
に
よ

る
見
学
施
設
設
置
等
の
基
本
計
画
構
想
策

定
を
進
め
て
い
ま
す
﹂
と
述
べ
て
い
る
が
、

阿
蘇
中
岳
火
口
の
地
下
道
施
設
構
想
は

　止
め
る
べ
き
で
は
な
い
か

阿
蘇
中
岳
火
口
の
地
下
道
施
設
構
想
は

　止
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
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端末機配線工事

お
知
ら
せ
端
末
機
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
端
末
機
に
つ
い
て

湯
　
淺
　
正
　
司

五
　
嶋
　
義
　
行

努
力
を
し
て
、
市
民
の
方
が
３
　
０
０

０
台
以
上
使
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
少

し
は
安
く
な
る
可
能
性
は
あ
る
と
思
い

ま
す
。

他
に
、｢
自
殺
対
策
推
進
事
業
補
助
金
に

つ
い
て
﹂
、﹁
地
方
バ
ス
運
行
等
特
別
補

助
金
に
つ
い
て
﹂、﹁
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
実
証
実
験
に
つ
い
て
﹂
の
質

問
が
あ
り
ま
し
た
。

,

阿
蘇
の
草
原
に
つ
い
て

阿
蘇
の
草
原
に
つ
い
て

　五
嶋
　
平
成
　
年
２
月
開
院
予
定
の
中

央
病
院
、
み
ん
な
が
期
待
し
て
い
る
が
、

医
師
を
は
じ
め
と
し
た
医
療
ス
タ
ッ
フ

が
足
り
な
い
の
で
阿
蘇
に
看
護
学
校
を

造
っ
て
は
ど
う
か
。

岩
下
中
央
病
院
事
務
局
長
　
中
央
病
院

単
独
で
看
護
学
校
を
造
る
の
は
、
非
常

に
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
で
す
し
、
色
ん
な

問
題
が
あ
る
の
で
県
あ
る
い
は
既
存
の

施
設
等
と
協
議
が
必
要
か
と
思
い
ま
す
。
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五
嶋
　
阿
蘇
の
先
人
達
が
汗
と
涙
の
重
労

働
で
守
り
続
け
て
来
た
、
阿
蘇
の
草
原
が

危
う
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
草
原
の

維
持
再
生
の
方
法
は
。

本
山
農
政
課
長
　
中
山
間
の
補
助
事
業
を

利
用
し
、
恒
久
的
な
防
火
帯
の
整
備
に
よ

り
、
野
焼
き
を
や
り
や
す
く
す
る
方
法
が

あ
り
ま
す
。

五
嶋
　
草
原
傾
斜
角
　
度
以
上
が
　
％
を

し
め
る
草
原
維
持
に
は
、
放
牧
が
有
効
だ

と
思
う
が
。

農
政
課
長
　
放
牧
が
最
も
効
果
的
な
手
段

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
草
原
再
生

募
金
や
、
新
た
な
県
単
独
の
事
業
に
よ
り
、

今
後
放
牧
頭
数
を
増
や
す
計
画
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

　
幹
線
道
路
に
つ
い
て

五
嶋
　
今
着
々
と
整
備
が
さ
れ
て
い
る
が
、

菊
池
赤
水
線
ま
で
将
来
繋
が
っ
て
か
ら
の

行
方
は
。

伊
藤
建
設
課
長
　
幹
線
道
路
か
ら
熊
本
方

面
の
ア
ク
セ
ス
は
、
ひ
と
つ
に
は
中
九
州

高
規
格
道
路
を
早
期
着
工
し
接
続
さ
せ
る

案
で
す
。
二
つ
目
は
国
道
　
号
線
へ
の
バ

イ
パ
ス
と
し
て
ア
ー
デ
ン
ホ
テ
ル
ま
で
を

整
備
す
る
案
で
す
。
三
つ
目
の
案
と
し
て
、
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湯
淺
　
端
末
機
の
取
付
け
の
進
捗
状
況

は
。

高
野
情
報
課
長
　
現
在
の
申
し
込
み
は

阿
蘇
市
、
８
　
９
２
０
台
、
産
山
村
、

６
０
０
台
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

申
し
込
み
は
阿
蘇
市
が
１
　
５
６
０
名
、

産
山
村
が
１
０
４
名
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
進
捗
状
況
は
東
日
本
大
震
災
に
よ

り
機
材
等
の
入
手
が
困
難
に
な
っ
て
お

り
、
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
今

後
全
力
を
挙
げ
て
設
置
し
て
ま
い
り
ま

す
。

湯
淺
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
使
用
料
が

高
い
と
い
う
意
見
が
あ
る
が
。

情
報
課
長
　
一
年
間
は
４
　
６
０
０
円
、

次
年
度
か
ら
は
５
　
５
０
０
円
で
考
え

て
お
り
ま
す
。
A
D
S
L
が
３
　
８
０

０
円
か
ら
５
　
０
０
０
円
の
範
囲
内
で

今
提
供
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
光
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
は
、
熊
本
市
と
か
都
市
部
に

お
い
て
は
、
６
　
０
０
０
円
台
で
す
。

光
は
ス
ピ
ー
ド
も
　
倍
か
ら
　
倍
、
速

く
な
り
ま
す
し
、
テ
レ
ビ
に
も
つ
な
げ

ら
れ
ま
す
。
又
、
映
画
と
か
も
自
由
に

観
ら
れ
ま
す
。
そ
う
い
う
事
で
ご
理
解

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
価
格
と

し
て
は
、
P
R
と
か
普
及
率
の
向
上
に

,

,

,

,

,

,
,

10

20

車
帰
か
ら
大
同
砕
石
付
近
を
通
り
、

号
線
に
接
続
す
る
案
も
あ
り
ま
す
。

中
央
病
院
開
院
に
向
け
て
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